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【 ３年生、私立高一般入試終わる！ 】 
 １月２９日（火）～３１日（木）まで、北九州地区私立高の一般入試が実施されま 

した。３年生は当然、生まれて初めて経験する本番の入試です。前日からとても緊張 

して眠れなかった人もいたようです。学校では、インフルエンザの流行期も考えて、 

十分な睡眠と食事をとり、体調を万全にしベストの状態での受験を指導してきました。 

さすがに３年生、気合が入っていたようです。３日間の健闘をたたえます。本当にお疲れ様でした。 
 
【 明日は私立高合格発表日、初めての入試経験から得たものを大切に！】 
 そして、明日は私立高入試の結果発表です。すでに今日から、普段以上に何となく落ち着かない３年生で

したが、無理もありません。合否の結果がどちらにせよ、まだまだゴールではありません。この入試で何を

学んだかが大切です。進路に向かうということは、今の自分に正直になるということです。結果は必ず自

分自身に返ってきます。気持ちの切り替えをしっかりと行い、次のステップへ進んでください。そして、何

よりも家族や先生をはじめ、自分を支えてくれている人たちへの感謝の心を忘れないでください。 

さて、２年生は来年、その次は１年生の順番で、必ずこの「想い」をしなければならない時期がやってき

ます。その時にならないと分からない、先生方の話もまだまだ他人事、とは思いますが、１０分の１でもい 

い、１００分の１でもいい、何か少しでも自分の「そのとき」のことを考えてほしいものです。３年生も、

今にならないと分からないことだと話していますが、１年前、２年前に戻りたいというのが正直な気持です。 

 さあ、きみは、いつから本気になれるか！ 
 まず、２年生、これから１年間をしっかりと見通したいものです。少なくとも 

周りが少しずつ、一人ずつ変わっていくことに早めに気付いてくださいね。遅く 

なって気付いた時には、自分が一人ぼっちで周りに誰もいないなんてことになら 

ないように。いつ本気になるかです。 

 ３年生、まだ公立入試があります。残り１か月間を本気で取り組んでください。頑張れー！ 
 
【 ３１年度 新入生 中学校説明会開催される！ 】 
そして、早くも新１年生のための中学校説明会が２日（土）に行われました。飛幡中へ入学予定である、

戸畑中央小やあやめが丘小、天籟寺小、その他の小学校から約 120名の６年生が来校し、本校生徒会役員

や先生方による説明と体験授業や部活動見学などを行いました。 

今現在、３年生の入試に直面した頑張る姿を、次の世代となる新１年生も素直な気持ちで数年後の目標

としてほしいものです。先輩方の魂をしっかりと受け継ぎ、より良い飛幡中学校をつくっていきましょう。 
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